
ます。

なおシイタケ栽培にあたっては、生シイタケ生

産用には種菌接種後、短期間で発茸させるために、

未口径 7cm程度で外皮が薄いものが適するので、

利用伐期は 18-20年生頃が、また乾シイタケ生産

用iとは、長期間発茸が継続する乙とが要求される

ので、未口径 9cm程度の原木が適すると言われて

いますので、利用伐期は 22- 24年生頃と考えるの

が良いでしょう。

今回の調査対象となったコナラ林のほとんどの

ものが萌芽更新林分(切株からの再生林)と考えら

れます。明芽更新は苗木による植栽造林より生長

が早いので、植栽造林でシイタケ原木用コナラ林

を造成する場合には、表-1の樹齢iζ3-5年を

加算して考える必要があるでしょう。

また今回の原木採材量の算出には太枝から採材

される分を見込んでありませんが、 20年生以降に

なれば、未口径 6cm程度の原木が 2-3本は多く

とれると思われます。

表-1シイタケ原木の採材数量(コナラ)

樹齢(年)
未 口 直 径 (cm)

合計 t本)
6 8 10 12 14 

12 
14 3 3 
16 4 5 
18 4 2 6 
20 3 3 7 
22 2 4 2 8 
24 2 4 2 9 
26 2 3 4 10 
28 2 3 3 2 10 
30 2 3 3 2 11 

注)採材数は立木 1:本当りである。
一玉は 1mとする。
枝からの採玉は見込んでいない。

(造林部片倉)

ケヤキ造林成績調査から

ケヤキは家具材など加工用材として利用価値の

高い樹種ですが、その造林技術はまだ明らかにさ

れてはし、ません。乙のため当所では現在「広葉樹

林施業に関する調査研究Jの一環として昭和 58年

から 62年までの 5カ年間でケヤキ人工造林地の生

長状況と施業経過などを調査し造林技術確立のた

めの資料を収集しています。初年度の調査結果に

ついては本誌No.56 Iケヤキ人工林の調査事例からJ

で紹介しましたが、今回はその後 2カ年間の調査

結果も付け加え紹介します。

1. 明科町のケヤキ林

鉄道防備林として造成されたニセアカシヤ林が

成林後iζ風倒する乙とが多かったため、ケヤキを

樹下植栽して造成したケヤキ林で、調査時点、では

26 - 32年生の純林となっていました。林冠は完全

にうっ閉し立木聞の競争が激しく、被圧による自
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然枯損木が見受けられたのでケヤキ純林としての

最多密度下にある林分と判断されました。林況・

地況は表-1 Iζ示しましたが、乙乙は過去に小規

模な地とりが多発していたとの乙とで、土壌表層

i乙A層の発達が不十分な林地でした。しかし、水

分供給は比較的良好なようで、ケヤキは樹高約 17

m、胸高直径約 15cmとなっていました。なお幹の

曲がりを調査したと乙ろ、 50~ぢ以上のものに曲が

りがあり、特iと胸高直径 10-15 cmのものに集中し

ていました。

表一 1 調査地の概況

調査地林齢(年)DBHcm Hm密度 (/ha)方位傾斜位置標高m 土嬢型

明科町 30 16.7 19 1625 NW  5 下部 610 Er-a 

26 13.6 16 2300 NW  17 中部 640 

32 14.3 16 20∞ NW  12 上部 660 
上田市 45 168 20 1020 NE 35 中部 530 BD [d) 

45 18.1 22 1524 NE 30 下部 500 BD 

日義村 140 

110 

2. 上田市のケヤキ林

47.0 

46.3 

19 125 

20 150 

上回営林署管内で昭和 12.13年に 3000本/ha植

えで造林されたケヤキ林で、調査時点では 45年生

の純林となっていましたが斜面上部には周囲のア

カマツ林から天然下種更新したと思われるアカマ

ツが少数侵入していました。林冠はうっ閉してお

り胸高直径の分布が高密度林分特有のL字型分布

に移行しつつありましたので、このケヤキ林も最

多密度に近づきつつある林分だと思われました。

樹高は山腹下部BD型土壌の部分では約 22m、山

腹中部BD(d)型土壊のと乙ろでは約 20mで 2m

ほどの生長差が見受けられ、胸高直径でも山腹下

部では18cm、山腹中部では 17cmと約 1cmの差が出

ていました。また幹曲りについて調査したと ζろ、

ほとんどの立木がC字型K曲っており、とれは林

分が急傾斜地に成立しているためかと曹、われます。

3. 木曽郡日義村のケヤキ林

日義村山吹山の山腹から山脚にかけての極めて

急峻な斜面に成立しているケヤキ林で、その樹齢

は130年土 30年程度の幅を持っている純林でした。

上木であるケヤキの林冠はうっ閉していたのでこ

の林分もほぼ最多密度比近い林分と思われ、樹高

約20cm、胸高直径約47cmとなっていました。なお

S 38 中部 990 ，~(れき)

S 39 下部 910 N 

乙のケヤキ林の成立していた土壌は、古生界粘板

岩を母材とし、地表面は風化細礁が極めて多く侵

食を受け易い林地でしたが、ケヤキが成林してい

る乙とで、侵食を抑止していると思われました。

4. ケヤキ林の林齢と生長

明科町、上田市、日義村のケヤキ林調査結果の

うち林齢と胸高直径及び林分密度についてとりま

とめたと乙ろ図-1. 2のようになりました。調

査したケヤキ林はそれぞれに立地条件が異ってい

ますし、 50-80年生林分が調査されておらず、全

体の資料数も少ないなどの問題がありますが、あ

まり肥沃でない場所で比較的組放に仕立てられた

ケヤキ林のおよその生長を示していると思われま

す。

また明科町と上田市の資料だけを使い、肥沃地

での 20年生から 60年生までのケヤキ林の直径生長

と適当と思われる管理密度を図ー 3. 4 Ir.示して

みました。

5. まとめ

何分にも県内iζケヤキ純林が少なく、調査点数

も少ないままに一応の調査結果を紹介しましたが、

乙れからケヤキ造林をやってみようという方の参

考になればと恩います。
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